
◆インフルエンザ 

 

神奈川県内では、第 46週（11月 14日から 11月 20日まで）のインフルエンザ

の定点当たり患者報告数が「1.31」となり、流行開始の目安となる「1」を超え

ました（記者発表資料はこちら）。厚木保健福祉事務所管内では、第 44 週（10

月 31日から 11月 6日まで）からインフルエンザの定点当たり患者報告数が１

を超えています。 

 

インフルエンザによる学級閉鎖等は、11 月 20 日までに 5 施設から報告されて

います。（厚木保健福祉事務所管内） 

 

●インフルエンザの症状 

38℃以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛など全身の症状が現れ、症状が急に現れ

るのが特徴です。 

風邪と同じような、のどの痛み、鼻汁、咳などの症状もあります。 

 

お子さんではまれに急性脳症を、高齢者や免疫力が低下している方では肺炎等、

重症化することがありますので注意が必要です。 

 

●感染予防のために 

流行の前にワクチンを接種することで、一定の効果が期待できます。もし感染し

た場合も、症状が軽く済む可能性が高くなります。 

外から帰ったら、手洗い・うがいをし、部屋の中は 50から 60％の湿度を保ちま

しょう。十分な睡眠や栄養など、規則正しい生活を。 

 

●インフルエンザにかかってしまったら 

医師の診察を受け、適切に薬を飲み、十分な休養をとることが一番です。 

インフルエンザは、咳やくしゃみなどのしぶきで感染します。咳エチケットを心

がけましょう。 

熱が下がってからもウイルスは体の中にいます。他の人に感染させないために、 

 

発症してから５日 

熱が下がってから２日（幼児は３日） 

は、登校・出社は控えましょう。 

 

（神奈川県庁より参照：http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f70259/p10020.html） 

 


